
科目分類 看護専門科目 基礎看護 開講時期 ２年 前期 

科目名 基礎看護学実習Ⅱ 

選択/必修 必修 単位数（時間数） ２単位 ９０時間 授業形態 実習 

担当教員 伊部 亜希、道重 文子、林 愛乃、石田 瑠美、ほか 

メールアドレス 

a-ibe@tsuruga-nu.ac.jp （伊部） 

f-michishige@tsuruga-nu.ac.jp （道重） 

a-hayashi@tsuruga-nu.ac.jp （林） 

r-ishida@tsuruga-nu.ac.jp （石田） 

オフィス

アワー 

随時(事前にメールで

連絡すること) 

 

授業目的 

対象の個別に即した看護を認識し、計画的に看護（主に日常生活の援助）

を実践し評価するという看護過程を展開するための基本的能力を修得す

る。 

授業概要 

1. 看護に必要な対象者の事実を正確に把握できる。 

2. 主体的、観察的立場から事実の意味を考え、対象者の全体像をイメージ

できる。 

3. 対象者およびとりまく人々の気持ちや考えを認識し理解できる。 

4. 対象者およびとりまく人々に、自分の意図や気持ちを適切に伝達でき

る。 

5. 優先すべき看護は何かを考え、対象者の気持ちや生活リズムを大切に

しながら実施できる。 

6. 対象者に起こりうる危険を予測し整えることができる。 

7. 自分の行ったことが生命力を支える看護になっているか、対象者の立

場から評価することができる。 

8. 実習体験の評価を通し、看護者としての自己認識を高める。 

授業計画 
実習場所：病院（４箇所）＊各病棟に３～６名の学生を配置する 

実習期間： ８月中旬から下旬 １０日間（学内カンファレンスを含む） 

教材 

参考文献等 
なし 

成績評価 

基準・方法 
実習内容、記録・報告から総合的に評価する。 

履修要件 生活の援助技術Ⅱ、基礎看護学実習Ⅰを修得していること。 

留意事項 

その他 

実習の詳細については別途実習要項を配布し説明する。 

本科目を履修していないと看護倫理学は履修できません。 

本科目を修得していないと、３年次の領域別看護学実習は履修できません。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての臨床経験を活かして、実習において看護過程の展開の実際

を指導する。 

 


